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●
内
容　

栄
養
士
と
薬
剤
師
か

ら
の
話　

①
糖
尿
病
の
食
事
療
法

　

②
糖
尿
病
の
お
薬
の
話

　

講
師
…
管
理
栄
養
士　

西
原

敦
子 

先
生
、
薬
剤
師　

大
久
保

達
也
先
生

●
日
時　

７
月
９
日

（
金
）
午
後

２
時
30
分
～
４
時

●
場
所　

市
民
病
院
健
康
管
理

荒
尾
市
民
病
院

糖
尿
病
教
室　

瑞
鳳
会

青
色
の
保
健
手
帳
の
申
請

受
付
が
終
了
し
ま
す

▼
こ
じ
か　
　

☎
68
・
０
０
５
５

●
日
時
お
よ
び
内
容　

①
７
日

（
水
）　

親
子
ダ
ン
ス

②
14
日

（
水
）
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

③
21
日

（
水
）
親
子
体
操

④
28
日

（
水
）
プ
ー
ル
遊
び

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

火
・
水
・
木
…
こ
じ

か
ひ
ろ
ば

（
桜
山
保
育
園
）、
金

…
こ
じ
か
ひ
ろ
ば
０
１
２

（
増
永

１
８
０
０
番
地
、
０
～
２
歳
児
対
象
）

●
参
加
費　

無
料

※
水
曜
以
外
は
自
由
活
動
日

▼
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

☎
62
・
０
７
４
９

●
日
時
お
よ
び
内
容　

①
１
日

（
木
）
造
形
あ
そ
び

②
８
日

（
木
）
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ

③
15
日

（
木
）
リ
ズ
ム
あ
そ
び

④
22
日

（
木
）　

親
子
体
操

⑤
29
日

（
木
）
水
あ
そ
び

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

な
か
よ
し
保
育
園

●
参
加
費　

無
料

※
月

・
火
曜
は
自
由
活
動
日

▼
カ
ン
ガ
ル
ー
ポ
ケ
ッ
ト

☎
65
・
８
６
５
５

●
日
時
お
よ
び
内
容　

①
13
日

（
火
）
体
育
遊
び

②
21
日

（
水
）
英
語
遊
び

③
27
日

（
火
）
音
楽
遊
び

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

カ
ン
ガ
ル
ー
ハ
ウ
ス

●
参
加
費　

無
料

※
水
・
木
曜
、
６
日

（
火
）
、
20

日

（
火
）
、
は
自
由
活
動
日

★
各
ひ
ろ
ば
は
月
～
金
、
園
庭
開

放

・
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
土
・
日
曜
、
祝
日
は
休
園
で
す
。

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

（
７
月
）

　

県
が
実
施
し
て
い
る
水
俣
病
総

合
対
策
医
療
事
業
に
お
け
る
、

セ
ン
タ
ー

（
南
病
棟
２
階
人
間
ド

ッ
ク
室
）

●
参
加
費　

無
料
※
事
前
申
込

不
要

[

問]

市
民
病
院
代
謝

・
内
分

泌
内
科
外
来　

☎
63

・
１
１
１
５

 保護者が労働などで昼間家庭にいない児童の健全な育

成を図り、保護者の仕事と子育ての両立を支援するため、

夏休み期間中の学童保育を実施します。

●募集　学童クラブあおば

●対象　小学生 （1 年生～ 3 年生を優先します。）

●募集定員　若干名

●保育期間　7 月 21 日 （水） ～ 8 月 26 （木）

　※日曜と８月 13 日 （金） ・ 14 日 （土） は休み。

●場所　児童と高齢者 ・ 障害者交流拠点 「あおば」 （旧

青葉幼稚園）

●申し込み方法　学童クラブに直接お申し込みください。

●申し込み期間　7 月 5 日 （月） ～ 10 日 （土）

　※保育料 ・ 保育時間など詳しくはクラブへお問い合わ

　せください。

[ 問 ] 学童クラブあおば☎ 62-5500 （午前 8 時 30 分～

午後 5 時 15 分）

■ 夏 休 み の 学 童 保 育 を 募 集 し ま す

新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
福
岡
市

で
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

●
日
時　

８
月
２
日

（
月
）　

午

後
１
時
～
３
時
30
分

●
場
所　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル

（
福
岡
市
中
央
区
天
神

１
丁
目
１
番
１
号
）

●
定
員　

900
人

●
プ
ロ
グ
ラ
ム　

①
新
た
な
高

齢
者
医
療
制
度
案
の
概
要　

②

参
加
者
と
の
意
見
交
換

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み
方
法　

熊
本
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
健
康
生
活
課
高

齢
者
医
療
係
の
窓
口
に
備
え
付

け
の
参
加
申
込
書
に
よ
り
郵
送

や
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み
期
限　

７
月
19
日

（
月
）
※
郵
便
の
場
合
当
日
消
印

有
効

[

主

催
・

問

]

厚

生

労

働

省
保
険
局
高
齢
医
療
課　

☎

03

・
３
５
０
４
・
１
２
１
０　

（
内
線

３
１
９
８
）

※
公
聴
会
へ
は
、
入
場
券
が
な
い
と

参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

青
色
の
保
健
手
帳

（
療
養
費
の

み
給
付
）
の
申
請
受
付
が
７
月

31
日
に
終
了
し
ま
す

（
当
日
消

印
有
効
）
。
対
象
と
な
る
人
は
、

か
つ
て
水
俣
湾
ま
た
は
そ
の
周
辺

の
汚
染
さ
れ
た
魚
な
ど
を
た
く

さ
ん
食
べ
た
人
の
う
ち
、
両
手
足

の
先
な
ど
に
感
覚
障
害
を
お
持

ち
の
人
で
す
。
保
健
手
帳
の
申

請
を
お
考
え
の
人
は
、
お
急
ぎ

県
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

[

問]

県
水
俣
病
保
健
課

☎
096

・
333

・
２
３
０
６
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万
ま ん だ

田 小 学 校 の

校 章 を 募 集 し ま す

　統合準備委員会総務部会では、 荒尾第二小学校と荒尾第三小学

校が統合して、 平成 23 年 4 月に開校する 「万田小学校」 の校章

を広く皆さんから募集します。 たくさんのご応募をお待ちしています。

●応募資格　どなたでも応募できます。

●応募期間　7 月 1 日 （木） ～ 30 日 （金）　※必着

●応募方法 

　 ・ 応募用紙は、 市役所総合案内および教育委員会に準備して

　　 います。 また、 市ホームページからもダウンロードできます。 

　 ・ 応募用紙に必要事項を記入のうえ、 持参または郵送で応募

　　 してください。 　

●応募先

　　〒 864-8686　荒尾市宮内出目 390

　　　荒尾市教育委員会　教育振興課　学校規模適正化推進室

●作成要領

　 ・ 応募用紙には少し余白 （1cm 程度） を残してデザインしてく

　　 ださい。 

　 ・ 手書き、 パソコンによるものなど作成方法は問いません。 

　 ・ 3 色以内のカラー作品としてください。 

　 ・ 自作、 未発表のオリジナル作品に限ります。

●選考方法

　 ・ 統合準備委員会総務部会で審査し、 決定します。

　・審査の際、 必要に応じて有識者に意見を求める場合があります。

●その他

　 ・ 1 人で何点でも応募できます。

　 ・ 採用作品の著作権は、 教育委員会に帰属します。

　 ・ 応募作品は返却しません。 

　 ・ 応募にあたって要する経費は、 応募者の負担となります。

　 ・ 採用作品は、 補作 ・ 修正、 色彩の変更などを行う場合があ

　　 ります。

　 ・ 校章応募に係る住所 ・ 名前 ・ 電話番号などの個人情報は、

　　 今回の校章選考以外の目的には使用しません。

●選考結果

　　作品採用者には直接お知らせするとともに、 「広報あらお」 お

　よび市ホームページでお知らせします。 その際、 名前などを公

　表しますのであらかじめご了承ください。 また、作品採用者には、

　感謝状と記念品を贈呈します。

[ 問 ] 荒尾市立小中学校統合準備委員会 （荒尾二小・荒尾三小）

　　　事務局 ［教育振興課　学校規模適正化推進室］

☎ 63-1653　　FAX62-1218

世界遺産候補　万田坑 （三小校区）

万田山 （三小校区）

万田小の校舎となる旧二中 （二小校区）

四山神社 「こくんぞさん」 と灯台 （二小校区）

【校名（万田小学校）への思い】

　「万田」 には 「豊かさ」 や 「福」

が想像されることから、 子どもたち

には、 幸せに満ち足りた学校生活

を送ってもらいたい。

　また、 現在の荒尾第二小学校と

荒尾第三小学校がある万田地域に

は、 日本の近代化と戦後復興を支

えてきた日本有数の炭鉱施設とし

て世界遺産登録に向けて取り組ん

でいる万田坑があり、 この地域の

シンボルである万田山がそびえて

いる。 これらの歴史や自然などを

活かして、 子どもたちには、 たくま

しく、 賢く未来を切り拓いていっても

らいたい。


